
瀬戸市

（H29年度当初） （R元年度末） （R3年度末）

事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期

事業期間終了後の令和4年度に実施

公表の方法

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 R02 R03

Ａ12-001 公園 一般 瀬戸市 直接 252

Ａ12-002 公園 一般 瀬戸市 直接 9

合計 261

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 R02 R03

合計 0

Ｃ　効果促進事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 R02 R03

合計

番号 備考

中間目標値 最終目標値

社会資本総合整備計画　　事後評価書　
計画の名称

計画の期間

備考
当初現況値

平成29年度　～　令和3年度（5年間）

長寿命化対策支援事業により、改築・更新を行った公園の割合　＝（実施公園数）/（対象公園数：29公園） 0% 62%②

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

100%

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

76% 77%① 健全度の確保された遊具の割合　＝　（基準に適合した健全度の確保された遊具）/(共有している遊具の数）

261百万円 Ｂ 0百万円

学識経験者や地域住民で構成される社会資本整備総合交付金評価委員会や庁内検討会議において、事業実施状況・指
標の達成状況の確認および評価を実施

Ｃ

事後評価（中間評価）の実施時期

交付対象事業

瀬戸市のホームページで公表

0百万円

事業内容

事業内容

（延長・面積等）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

市町村名

（事業箇所）

全体事業費
（百万円）

市町村名

安全で魅力のある都市公園の整備（防災・安全）

交付対象

効果促進事業費の割合
0.0%

瀬戸市

・遊具の健全性の改善（健全度が確保されている遊具の増加）　　45％  →   77％
・長寿命化対策が急務となっている公園の改築等の実施　     　9箇所　→　29箇所

261百万円

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）要素となる事業名

要素となる事業名事業者
全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

第６次瀬戸市総合計画で目指す「住みたいまち　誇れるまち　新しいせと」の構築に向けて、市民が安全で安心して利用できるとともに、市民の交流する場となるような都市公園づくりを目指す。目標を実現するた
め、緊急的な公園の再整備や既存の公園施設の健全度を確認するとともに、ライフサイクルコストを踏まえた計画的な改築・更新の方針を定め長寿命化対策を進める。

要素となる事業名

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事業内容

公園施設長寿命化対策支援事業（瀬戸市）（5か年老朽）
健全度調査において緊急な対策が
必要な公園施設の更新　N＝4公園

瀬戸市

番号

番号

市町村名事業者

事後評価の実施体制

（延長・面積等）

（延長・面積等）

公園施設長寿命化対策支援事業（瀬戸市）
長寿命化計画に基づく

公園施設の更新　N＝29公園
瀬戸市

瀬戸市

事業者

Ａ

45%



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

・瀬戸市公園施設長寿命化計画に基づき適切な点検・修繕・補修・更新をすることで、公園整備にかかる整備費を縮減した

３．特記事項（今後の方針等）

目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

最終目標値 77%（158/203遊具）

89%（181/203遊具）

　　―

指標2
（長寿命化対策支援
事業により、改築・
更新を行った公園の
割合）

最終目標値

最終実績値

100%

100%

地域に根差し多くの方に利用してもらえる公園づくりを目指し、以下の検討を進める。
・公園の安全性を確保するため、長寿命化計画を更新するとともに、引き続き定期的に点検を実施し、長寿命化計画に基づいた管理を実施する。
・安全で安心して公園を利用できるように、公園施設の改修・更新を進めつつ、利用者のニーズや利用状況も踏まえ、機能の見直しや付加等について検討する。
・地域とともに多世代が利用しやすい公園づくりを目指し、公園の整備状況や施設情報を発信する。

・遊具が更新され、安全が担保されたことにより、公園の利用者が増えることが想定される。
Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

目標値と実績値
に差が出た要因

Ⅱ定量的指標の達成状況

・長寿命化計画に基づき遊具や施設を改修、更新したことにより、公園の安全性が確保された。

　　―

指標1
（健全度の確保され
た遊具の割合）



（参考図面）社会資本総合整備計画　事後評価

計画の名称 安全で魅力のある都市公園の整備（防災・安全）

計画の期間 平成29年度　～　令和３年度　（5年間） 瀬戸市交付対象


